










ABSでは、基本的に全ての授業で履修者に
よる授業評価アンケートを匿名で実施してい
ます。アンケートの結果は全教員、全学生に公
開されます。教員は、この結果を次年度の講義
内容の改善に役立てます。ABSでは高い質の
授業を提供し続けるプロセスを確立してい
ます。

Advantage　アドバンテージ

授業評価アンケート

07授業の質向上への取り組み 10学習環境
ABSでは、授業外の時間でグループワークを行うことができる演習室、個別学習が可能なMBA研究室、ケース教材などを
印刷できるコピー室があります。さらに、2024年度からは新図書館が開館し、学習環境がさらに充実しました。 

08ビジネス倫理教育
ミッションに「社会的責任」「地球市民」というワードがある
ように、ABSは企業の社会性を重視しています。「ビジネス倫
理」を必修科目に配置するだけでなく、「ビジネス倫理とリー
ダーシップ」など、科目も充実しています。これは、現代のビジ
ネススクールの世界的な倫理志向の潮流に棹さすと同時に、
自由と自律を重んじた青山学院のキリスト教の精神にもとづ
く教育の特徴でもあります。

09多様な科目、程よいクラスサイズ、丁寧な教育指導と関係性
ABSは時代や社会のニーズに対応するとともに、創造的リーダーを目指す学生の高い意思と自主的な学びの意欲にそって
選択できる様々な科目を揃えています。その科目数・多様性・充実ぶりは他のスクールにはないABSならではの特徴です。
（2025年度カリキュラム-必修科目（9科目）、基本科目（14）、英語コミュニケーション科目（11）、専門科目（56）、共通専門
科目（25）、青山アクション・ラーニング科目（9）、合計124科目に加え、他研究科・協定大学院科目も履修可能）
また、各科目の受講生数もクラスディスカッションや問題意識の解決に適したクラスサイズになっており、教員と学生の
関係性も深く、学生同士のコミュニケーションも充実しています。

学生による授業評価
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経営戦略
経営戦略論のなかでも事業戦略について解説する。市場の分析、個別
企業の分析、基本戦略など事業戦略の分析・立案に必要となる技法を
身につける。講義と事例研究に基づくディスカッションを交えながら、
個別事業の責任者である事業部長の視点から事業戦略についての理解
を深めてもらう。

ファイナンス
ファイナンスは、企業の財務的意思決定を扱う科目である。企業の
資金調達から投資判断､収益の分配などのお金の流れに加えて､資本市
場の役割や証券の評価など、その対象は多岐に及ぶ｡本科目ではファイ
ナンスの全体を慨観し､主要な概念である時間価値やリスク･リターン
を中心に､経営財務､証券投資､資本市場についての基本的な考え方を
学ぶ．主なトピックスは､ファイナンスの目的と課題､現在価値、不確実
性とリスク､証券投資の理論､企業価値評価､デリバティブ､プロジェクト
の評価､資本構成と企業価値などである。

マーケティング
マーケティングは、主に顧客にとって価値のある提供物を創造・
伝達・配達・交換するための活動である。企業の成長を司る重要な機能
で、経営に携わるすべての者が理解すべき分野である。この科目の目的
は、マーケティングの基礎的な理論や概念を体系的に理解することで
ある。さらに、それらの理論や概念を使って、マーケティング問題を
解決する技能を養成することも目的である。

アカウンティング
アカウンティングは、企業が作成・公表する財務情報を分析するため
に必要な会計に関する基礎知識の習得を目的としている。具体的には、
簿記に関する技術的な仕組みの理解をはじめとして、財務諸表を構成
する基礎概念、財務諸表相互間の関係、財務諸表を分析するための基本
的な手法等について理解を深めてもらうことである。授業では、広範な
会計領域の中から、重要性が高いと思われる論点をピックアップして
解説していく。

オペレーションズ・マネジメント
オペレーションズ・マネジメントにおける重要なポイントは、戦略やマーケット

を意識しながら持つべき資産やプロセスを設定し、重要となるアウトプット
（品質、コスト、適時性、多様性）間でのバランスを取りながら価値を創造し市場
へと供給する過程をマネジメントすることにある。主に講義とケースディス
カッションを活用して授業を進める。基礎的な知識や分析手法は講義にて学ん
でいただき、それらを応用しながら本質的な問題を発見し、本当に解くべき問題
は何かを定義する能力を鍛え上げる機会をケースディスカッションにて提供
する。さらに理解を深める為にミニ・ゲームやシミュレーションも実施する。

ビジネス倫理
現代の企業経営が直面している具体的な問題や課題をビジネス倫理
の視点から分析して、受講者が自身の問題として捉え、解決の方向を
模索することを目的とする。企業活動の倫理的側面について考察する
ために必要とされる倫理学の理論的フレームワークを学んだ後、企業
と顧客、従業員、資本提供者、社会、環境との関係など、現代企業が直面
する具体的な倫理問題について取りあげる。講義以外に討論やケース
分析を行って授業を進める。

企業経営の経済学
企業経営を考える上で有用なミクロ経済学の基礎を学ぶ。講義では、
消費者行動の結果として導かれる需要、企業行動の結果として導かれ
る供給、そしてそれらが出会う場である市場の役割を解説する。さら
に、市場の競争状況に応じた企業の戦略や、企業組織内の問題を考察す
る上で有用な情報の経済学の基礎についても説明する。講義を中心に
基本的な概念や考え方を整理し、適宜関連するケーススタディも紹介
する。

組織行動とリーダーシップ
組織行動論は、組織におけるミクロの側面、つまり組織内の個人や
職場の人間関係などを中心にしたもので、仕事の場面で日常遭遇する
分野を対象とし、職場における人間行動・人間関係の理解を目的として
いる。組織の中で働くすべての人にとって、組織行動論は必須の知識で
ある。本講義の具体的な内容は多岐にわたるが、進め方は基本的な理論
の紹介をし、その応用として各種エクササイズやケース分析を行う。

統計分析Ⅰ
私たちは日常生活やビジネスにおいてさまざまな統計データに触れ
ることが多い。それらのデータを適切に要約し役立つ情報を引き出す
記述統計、および、一部のデータから母集団について把握するための推
測統計の基礎的な理論を習得し、統計学の見方・考え方を身につけ、意
思決定を行うときの助けとしてもらうことを目的としている。

必修科目

ビジネスへの演劇アプローチ
俳優の演技術をベースに、「身体」を有効に使って「演劇的視点」から
ビジネスを考えていく。緊張に縛られず、固定観念に囚われない柔軟
で即興性の高いパフォーマンスが行えるよう、俳優トレーニングに用
いられる手法をビジネスのコンテキストに合わせて講義し、体験す
る。また、自己から他者への「視点の転換」を試みる。最後に、プレゼン
テーションにおける有効な言語非言語コミュニケーションとは何か
を分析し、実習していく。

デザイン・シンキング
VUCAの時代には前例のない課題や未知の問題に対し創造的に考え
新たな解決策を見出すことが常に求められている。「Design Thinking 
（デザイン思考）」はデザイナーがおこなう創造的な問題解決の方法を
一般化して誰でもできるようにしたもので、海外を含めすでに多くの
ビジネススクールで講座が開講されビジネスの現場で実践されてい
る。本講義ではDesign Thinkingをワークショップ形式で実践的に学
び、必要なマインドセットと創造的な問題解決の方法を修得していく。

基本科目

科目紹介（ 2025年度 抜粋）

競争戦略
本科目では上述の｢経営戦略｣では扱えなかった経営戦略論のテーマ
について検討する。具体的には、産業ライフサイクル別戦略および多角
化戦略、垂直統合、戦略的提携，M&Aについて扱う。本講義ではレク
チャーと事例研究に基づくディスカッションを交えながら、企業経営
者または事業部長の視点から事業戦略・企業戦略に関する理解を深め
てもらう。

プロジェクト・マネジメント
「独自の目標を設定し、それを期限までに達成させる一連の活動」が
プロジェクトである。このプロジェクト活動では、ルーティンワーク
（定常・継続業務）とは全く異なるマネジメント手法が必要であり、それ
が「プロジェクトマネジメント」である。本講義ではグローバル・デファ
クト・スタンダードであるPMBOK®のマネジメント手法をベースに、
座学、ケースを活用したグループワーク、ビジネスゲームを通じて、
知識の習得と体感でプロジェクトマネジメントを学ぶ。

コーポレート・ファイナンス
企業価値を最大化するために企業がとるべき財務戦略を中心に議論
する。そのため、企業価値評価手法の基礎と応用について講義を行う。具体
的には、財務諸表分析、正味現在価値（NPV）法、収益還元法、市場乗数
（Market Multiple）法、リアルオプション等を扱う。ファイナンス理論を実
務へ適用する実践的な能力を涵養するためにケースメソッドを利用する。
クロスボーダーM&A、LBO&MBO、ベンチャー企業への投資における財務
戦略等のケースを扱う。行動ファイナンス、FinTech、InsurTech等、ファイ
ナンス理論や実務の新しい論点についても授業内にて議論する。

ビジネスデータ分析
本科目ではデータ分析の専門家というより、データを利用してビジ
ネス意思決定を行うことを目的とする。具体的には、①日々のビジネス
活動の生産性の向上、②数値データに直接触れ合い、肌で現場の動きを
知る、③勘や経験だけではない、意思決定能力を身につける。
授業はPC教室で実際にマーケティング系のデータ分析を行いながら
進行する。具体的には、Excel, SPSS, Rなどのツールを用いて、回帰分
析、クラスター分析、主成分分析などを学ぶ。

サービス・マーケティング
近年、経済におけるサービスの存在感は、ますます高まっている。しかし、
サービスのマーケティングは、財のマーケティングと異なる特徴がある。
本講義では、サービスのマーケティングに関するいくつかの論点につい
て、ケースメソッドで学ぶ。具体的には、サービス社会の到来、サービス・
エンカウンターと顧客ロイヤルティ、サービスの品質と顧客満足、従業員と
の関係構築、サービス・リカバリー、サービス・マニュファクチャリング、
サービスの経験価値・ブランド価値、需給マネジメントを取り上げる。それ
ぞれの論点を議論できるケース教材を使い、議論を通して学ぶ。

管理会計
必修科目「アカウンティング」の知識を前提として、会計情報を経営
管理に役立てる方法について学ぶ。戦略の実行を支える管理会計の
仕組み、すなわち意思決定と業績評価の仕組みは、あらゆる組織におい
て重要である。本講義では、営利・非営利の区別や業種を問わず様々な
組織で利用される、管理会計の基本的な手法について解説する。具体的
には、利益計画、予算編成、資金管理、差額利益分析、原価管理、事業評価
などについて学習する。

組織論とマネジメントのダイナミクス
ビジネス世界は、複雑に絡み合うフォーマル及びインフォーマルな
ネットワークにより展開されている。対面からオンラインまでが「つな
がる時代」を迎えた現在、眼に見えない関係性のダイナミクスが、組織
のコミュニケーション、集団の意思決定、顧客との共創、経営の効率性
に大きな影響を与える。100年以上の歴史を持つ組織論の流れを学び、
関係性の視点からマネジメントを考える。古典から先端研究まで扱い、
ディスカッションや分析を通じ、体系的な知識の習得と経営実務への
応用を考える。

グローバルコミュニケーション（入門）
国際的なビジネス現場において英語は必要不可欠な言語の一つで
ある。また、異なる文化背景を持つ人々の理解やコミュニケーションを
行える能力も、そのような現場において重要となる。本科目では、異文
化コミュニケーションの重要性の理解と、ベーシックな語学力（リー
ディング、リスニング、スピーキング、ライティング）の向上に焦点を
当て、グローバル・ビジネスに関連するトピックを用いたインタラク
ティブな演習を通した学修をする。

国際営業と交渉術
グローバル化とIT化の急速な進展で海外市場開拓の重要性がまして
いる。そして国際営業・交渉するスキルがますます求められている。
たとえ簡単な英語であっても、国際営業の標準フォーマットにそった
明快な論理構成をもっていれば十分に通用する。この科目では、その
フォーマットを学び、自社（自分）の状況に当てはめた国際的な提案営
業ができるようにする。また交渉の仕方も学ぶ。本科目は講義、プレゼ
ンテーション、ディスカッションを組み合わた形で行なう。

オペレーション戦略
日々のオペレーションを効率よく稼働させ需要と供給が利益を生む形態で

フィットさせることは持続的にビジネスを展開、または拡大することに必要不
可欠であろう。しかしながら、需要側だけでなく供給側、そして外部環境におい
ても不確定要素が多く存在するのがここ数年の特徴である。さらには、利益だ
けではなく持続的社会実現という視点も重要視されるようになってきている。
この授業では、より戦略的視点からオペレーションに関連する諸問題をケース
ディスカッションとシミュレーションを活用しながら深く考えていただく。
理解を深める目的で、関係する理論や原理・原則についての講義も実施する。

専門科目

英語コミュニケーション科目

※この科目紹介の内容は、2025年度の情報をもとに作成されており、今後変更される場合があります。







Creative Leader　創造的リーダー
ABSで練った事業案を今、現実に
LINEの代表取締役を退任し、若い女性向けのメディア
事業を始めました。実は、この事業は ABSに在学してい
るときに考えていたことなのです。当時、ドメスティック
なテレビ局に勤務していた私は、グローバルなメディア
を作りたいと思っていました。経営戦略の授業などでは、
グローバル企業が取り上げられることが多く、それらの
学びを土台にして、事業計画を練り上げました。修了後
すぐには事業化しませんでしたが、ソニーとLINEにおけ
る業務経験を経て、より洗練された今の事業形態に昇華
しています。
C Channelでの私の経営スタイルは、ABSで学んだ
経営知識に、実際に経験してきた日本型経営と外資系型
経営をミックスさせたものになっています。それぞれの
良いところをバランスさせて、変化の速い経営環境に素
早く対応できるようにしています。
このようにABSでの学びは、現在の私の経営手法に
直接的にも間接的にも大きく影響を与えています。

ABSには、授業以外にもさまざまな学習機会があります。講演会や海外のビジネススクールとの交流など、知的興味を刺激
する企画が実施されています。

授業外の学習機会

JBCCでABSが優勝

トモヱ乳業株式会社の工場を見学
課外活動として中塚准教授による引率でトモヱ乳業株式
会社の工場見学会を開催しました。学生5名が参加し、
2013年7月に操業した第二工場を中心に牛乳、乳飲料、
その他各種飲料などの製造プロセスや製造設備、徹底した
衛生管理、生産管理システムのご説明を受けました。今後も
三現主義に従い、現地で、現物を見て、現実を知る学びの場
を提供していきます。

各種フォーラム

JBCC（日本ビジネススクール・ケース・コンペティション）
は全国のビジネススクールが集まり、所定のケースについ
て課題解決の提案をおこなうコンペティションです。2022
年度は全国25校から153チーム（711人）が参加し、ABSから
は11チームがエントリーしました。ABSは2チームがセミ
ファイナルに進出、うち1チームがグランドファイナルまで
勝ち残り、さらには優勝しました。ABSでの学びが身を結ん
だと同時に、ABSが日本を代表する学びを提供できている
ことが証明されました。

企業が直面するさまざまな経営テーマについて、外部の専
門家やABSの教員が講演する公開セミナーを定期的に実施
しています。在学生だけでなく、修了生や学外の方も参加可
能な講演もありますので、是非ご参加ください。
これまで株式会社セブン&アイ・ホールディングス代表取
締役社長の井阪隆一氏、LVMHモエヘネシー・ルイヴィトン・
ジャパン株式会社代表取締役社長のノルベール・ルレ氏、
彫刻家の名和晃平氏、ゴディバ・ジャパン代表取締役社長の
ジェローム・シュシャン氏、ウシオ電機株式会社代表取締役
社長の内藤宏治氏、バンクオブニューヨークメロン証券株
式会社代表取締役社長の千原いづみ氏、Zホールディングス
株式会社代表取締役会長の川邊健太郎氏などがご登壇され
ました。
また、キャリア・フォーラムやマーケティング・フォーラム
など、分野に特化したフォーラムも実施しています。

1989年に筑波大学を卒業し、日本テレビに入社。システム部門配属
後、新規事業プロジェクトを中心に幅広いメディア事業に携わる。勤務
しながらABSで学び、1999年に修了。ソニーを経て、2003年にハン
ゲームジャパン（現LINE）に入社し、事業部長、取締役、副社長を経て、
2007年に代表取締役社長に就任。2015年3月、同社代表取締役社長を
退任。同年4月、C Channel株式会社代表取締役社長に就任。

森川 亮 さん　1998年度修了
C Channel株式会社 代表取締役社長

久野 浩子 さん　2016年度イブニングコース※修了 
森永乳業株式会社 常務執行役員
コーポレート戦略本部長
新卒で素材メーカー勤務後、証券業界にて証券アナリスト業務に

従事。その後、外資系証券会社にてセルサイドアナリストとして医薬品・
ヘルスケアセクターを担当。2002年より、国内医薬品メーカーで投資家
向け広報担当し、2016年に森永乳業株式会社へ入社。2019年に広報IR
部長、2020年に執行役員、2025年4月より現職。

思考のトレーニングで仕事の基礎力を確立
ABSに入学した動機の一つは、自分がビジネスの場でこれ

まで行ってきたことを棚卸しして整理し、残りの時間で何が
できるかを見つけたいという思いがありました。また、現在
では青山アクション・ラーニングとなっている実践的な授業が
あった点も、ABSを志望した動機のひとつでした。加えて、
必修科目が充実しており、1年目はビジネスに必要な領域の
知識をバランス良く学べました。苦手意識のあった分野に
挑戦し、新しい発見もありました。それらの経験を通じて、
さらに広い視点から仕事をしてみたいという気持ちが強く
なっていきました。
会社で起きていることを把握し、的確に整理し、どのように

アウトプットに繋げていくのか、ABSでの勉強は頭の筋トレ
的な部分があったと思います。仮説を立て、検証し、次に繋げ
ていくという思考のトレーニングをさまざまな科目のカリ
キュラムを通じて行うことで、ビジネスの課題解決に必要な
能力を体で覚えたような感覚です。企業の上級職は自分で
判断しなければいけない局面が多々あります。ビジネスの
知識は古くなりますが、このトレーニングは身についたもの
として、現在も仕事の基礎力として役立っています。

※ 2021年度より「フレックス・タイムコース」から「イブニングコース」に名称変更

22 23







ABSには、楽しいイベントもあります。日頃の授業では緊張状態が強いられますが、その状態から解放される息抜きのひと
時となります。また、他の学生の意外な側面を知る機会になり、いっそう親しくなっていきます。

フィットネスセンター

大学のフィットネスセンターを利用することができます。
各種マシンが揃っており、充実した施設です。授業のあとに
マシンで汗を流せば、健康も維持できます。

青山祭出店

秋の青山祭にABSの有志がドーナツ屋などを出店して
います。在学生や修了生の交流が目的です。授業で学んだ
オペレーションズ・マネジメント、組織マネジメント、マーケ
ティングなどを駆使して、10万円ほどの利益を出しています。

スポーツサークル
バスケットボール、ゴルフ、フットサルなど、スポーツを
楽しむ集まりがあります。週末に他のビジネススクールと
試合をしたり、夏休みに合宿をしたりしています。

授業のあとに
ABSの周辺には、数えきれないほどのレストランや
ショップがあります。授業のあとに、仲間とともに食事を
したり、ショッピングを楽しんだりすることもできます。
土曜日の授業のあとは、家族や友人と待ち合わせしている
光景をよく目にします。

ABSライフ
ABSでは修了後の学習機会も提供しています。変化が激しいビジネスの環境では継続的な学習が必要です。その時々の経営
課題や最先端の知識やケースに触れ、ビジネススキルのブラッシュアップをしていくことができます。

科目等履修生制度

修了生は、選択科目を受講することができます（科目数
と人数の制限があります）。在学中に履修できなかった科
目や修了後に興味を持った科目、修了後に新設された科目
など、常に新しい知識を得ることができます。

青山フィロソフィー・フォーラム
修了生がコーディネートしている自主的な研究会が複数
あります。最も活発に活動している「青山フィロソフィー・
フォーラム」は、土曜日に年間5回程度開催し、哲学や社会
思想、リーダーシップ論を中心にディスカッションしてい
ます。

各種講演会
「授業外の学習機会（P22）」でご紹介した各種講演会
（青山MBAフォーラム、マーケティングフォーラム、キャリ
アフォーラムなど）は、修了生も参加できます。企業経営者
の講演や在学生の研究発表は、ビジネスのヒントを与えて
くれるかもしれません。

修了後の学習機会

図書館

修了生は、申請を行うことにより大学の図書館が利用で
きます。青山キャンパスの青山学院大学図書館、相模原
キャンパスの万代記念図書館と併せて176万冊の蔵書が
あるので、経営に関する書籍に留まらず、幅広い分野の書
籍を借りることができます。交通アクセスの良さゆえに、
多くの修了生が利用しています。
2024年4月に新図書館（マクレイ記念館）がオープンし

ました。
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青山学院大学国際政治経済学部卒業。ハワイ大学シャイドラー
経営大学院からPh．D． in International Management、慶應義
塾大学大学院政策・メディア研究科から博士 （政策・メディア）
取得。国際大学講師、准教授、MBA1年制プログラムディレク
ター、イトックス株式会社代表取締役（現職）、本学准教授を経て
現職。専門分野は、コーポレートファイナンス、リスクマネジメ
ント、リアルオプション。Journal of Risk and Insurance等に
論文を出版。ISOにおけるサステナブルファイナンス等の専門家
委員会エキスパート。担当科目は「コーポレート・ファイナンス」
「コーポレート・ガバナンス」「アドバンスト・コーポレート・コミュニケー
ション」等。サステナビリティ・マネジメント講座コーディネーター。

明治大学大学院経営学研究科博士後期課程中
退。税理士（1987年税理士登録、東京税理士会会
員）。税理士事務所開業後、企業の税務顧問として
税務実務に従事。その後、愛知学院大学商学部専任
講師、助教授、教授。この間、マレーシア・マラヤ大
学客員研究員、総務省自治大学校講師を経て、
2011年より現職。2014年名古屋経済大学大学院
法学研究科博士課程修了、博士（法学）。担当科目
は、「アカウンティング」「財務諸表論」「海外研修セミ
ナーⅡ・Ⅲ（マレーシア）」等。

慶應義塾大学法学部政治学科、青山学院大学大学
院国際政治経済学研究科修士課程（MBA）修了。横
浜国立大学大学院博士課程修了（博士：経営学）。
青山学院大学国際政治経済学部専任講師、助教授
を経て、2004年より現職。
日本電気株式会社で官公庁大型プロジェクト営
業、マイクロソフト株式会社でインターネット
マーケティングマネージャーを歴任。研究分野は
ビジネスゲームの開発、アートとビジネス。主要担
当科目は「ビジネスデータ分析」「マネジメント・
ゲーム」等。

青山学院大学国際政治経済学部国際政治学科卒業
後、同大学院社会情報学研究科博士前期課程ヒュー
マンイノベーションコース修了。修士（学術）。
2023年より現職。東京大学大学院情報学環特任
研究員。早稲田大学大学院人間科学研究科博士後期
課程在籍。
専門分野は認知科学、教育工学。会話分析を用いた
教育場面のインタラクション研究を行っている。
ABSでは教育・学習環境支援に関わる業務を担当
する。

教授 
伊藤 晴祥

教授 
市野 初芳

教授 
岩井 千明

助手 
竹田 琢

成均館大学社会科学部新聞放送学科卒業。東京大
学大学院学際情報学府修士課程修了（修士：社会情
報学）。同大学院博士課程満期退学後、テレビ朝日
報道局外報部記者、東京大学大学院情報学環B'AI 
Global Forum特任研究員を経て、2024年より
現職。
専門はメディア研究。コマーシャリズム批判の観
点から日本のテレビ産業について研究している。
ABSでは海外教育機関の認証や海外研修・招聘の
支援を担当。

助手 
金 佳榮

青山学院大学法学部卒、ハーバード大学経営大学院修
士課程修了。日本マクドナルド創業者に師事し、新規事
業開発を行った後に独立。昭和女子大学キャリアカ
レッジではダイバシティ経営の推進、21世紀学び研究
所ではリフレクションと対話の普及に取り組む。子ど
もの貧困問題の解決に挑戦するLearning For All、社会
起業家を育むASHOKA等のNPO活動にも参画。文部科
学省中央教育審議会委員等を務める。専門は、企業およ
び社会変革・学習する組織・リーダー養成・自律型組織
開発等。担当科目は、ソーシャル・イノベーション、内省
の技術、学習する組織とリーダーシップ等。

特任教授 
熊平 美香

慶應義塾大学商学部卒、同大学院経営管理研究科
修士課程修了、一橋大学大学院商学研究科博士
後期課程単位取得退学。博士（商学）。全国信用金
庫連合会（現 信金中央金庫）、A.T. カーニー株式
会社、横浜市立大学を経て2015年より現職。
専門は経営戦略論。R&D Management，European 
Journal of Innovation Management等に論文を
掲載。主著に『ビジネスに役立つ経営戦略論―企業
の戦略分析入門』がある。担当科目は｢経営戦略｣
｢競争戦略｣等。

慶應義塾大学経済学部卒、シカゴ大学修士。米系金融機関８年間勤務の後、
コロンビア大学博士課程修了（Ph.D. in sociology）。ミシガン大学、関西学院
大学を経て現職。Faculty Associate, University of San Diego Knauss 
School of Business; Visiting Researcher, IOA, Copenhagen Business 
School; Affiliate, COI, Columbia University。「企業戦略」、「マネジメントと
組織論」、「Global Management」、「ビジネスプランニング」、「演習」を担当。
2025年前期は、サバティカルとして、スタートアップとエコシステムの日米
欧比較、新規事業とネットワーク、プラグマティックな価値評価と市場の
研究中。過去にENS Paris/Saclay、Frankfurt am Main、Max Planck-Cologne 
の visiting professorなど。『ソーシャル・ネットワークと組織のダイナミ
クス』、『ソーシャル・ネットワークとイノベーション戦略』（単著）、『グラ
フィック経営組織論』（編著）、『Japanese Management in Evolution』（編著）

青山学院大学経営学部卒業。日本能率協会マネジメントセ
ンターにて月刊誌「人材教育」の編集長等を歴任。イギリス
のリース大学で修士号（MA in HRM）、バース大学で博士号
（Ph.D.）を取得。2005年より現職。主な専門分野は、組織論・
組織行動論・人材マネジメント・国際経営比較等。「人的資本
経営」「人材マネジメント」などの科目を担当。主要著書に
『ジョブ型・マーケット型人事と賃金決定：人的資本経営・
賃上げ・リスキリングを実現するマネジメント』『マネジ
メント研究への招待：研究方法の種類と選択』『組織行動：
理論と実践』『戦略人事論：競争優位の人材マネジメント』
（すべて単著）等がある。

教授 
澤田 直宏 

教授 
中野 勉

教授 
須田 敏子

慶應義塾大学理工学部管理工学科卒業、同大学院
理工学研究科開放環境科学専攻前期・後期博士課
程修了。博士（工学）。富士ゼロックス株式会社
SCM部門に勤務。青山学院大学大学院国際マネジ
メント研究科助教を経て、2023年度より現職。
青山学院大学持続的サプライチェーン研究所副
所長。研究分野は、需要予測、在庫管理、SCM。担当
科目は「オペレーションズ・マネジメント」「オペ
レーションズ・リサーチ」「サプライチェーン・モデ
リング」「経済性分析」等。

東京理科大学卒業。米国マサチューセッツ工科
大学にてMSc取得後、英国国立カーディフ大学カー
ディフ・ビジネススクールよりPh.D.（Business & 
Management）の学位を取得。英国高等教育アカ
デミー・フェロー。研究分野はオペレーション
戦略。近年はグローバル・サプライチェーンについ
ての研究プロジェクトをリードしており、サステ
ナブル・サプライチェーン研究所所長でもある。
数多くの国際ジャーナル審査員も務める。担当
科目は「オペレーションズ・マネジメント」「オペ
レーション戦略」等。

九州大学経済学部を飛び級入学のため退学、同大
学院経済学府修士課程修了、および、同経済学府博
士後期課程経済工学専攻修了（博士：経済学）、九州
大学大学院経済学研究院学術特定研究員、2007年
度より青山学院大学大学院国際マネジメント研究
科助教、2012年度より准教授を経て2019年度よ
り現職。
専門は計量経済学、最近はファイナンス、ビジネス
ゲーム、人事関連の実証分析に取り組んでいる。
担当科目は「統計分析Ⅰ・Ⅱ」「企業分析とファン
ド・マネジメント・シミュレーションⅠ・Ⅱ」等。

早稲田大学商学部を卒業生副総代で卒業。同大学
商学研究科修士課程商学専攻修了。カナダ・アル
バータ大学ビジネススクールより博士号（Ph.D. in 
Accounting）を取得。2021年より現職。
専門分野は会計学。研究の関心は管理会計の基礎
である業績評価の理論。特に、業績評価システムや
インセンティブ契約の設計において、心理的な要
素がどのような影響を持つかという問題に関心を
持っている。担当科目は「アカウンティング」「管理
会計」等。

准教授 
中塚 昭宏

教授（研究科長）
細田 髙道

教授 
森田 充

助教 
大橋 英司

メルボルン大学商学部ビジネス・経済学科卒業。
同大学工学部化学工学科卒業。東京大学大学院新領
域創成科学研究科修士課程修了。ケンブリッジ大学
大学院工学系研究科博士課程修了。博士（工学）。
化学メーカー、商社、UNIDO、東京大学講師、首都
大学東京准教授、ケンブリッジ大学フェローを経て
現職。専門分野は、アントレプレナーシップ、イノベー
ション、テクノロジーマネジメント。これまでに
IEEE・RTM等の国際ジャーナルに論文を掲載。担当
科目は「経営戦略」「戦略ロードマッピング」「グロー
バルアントレプレナーシップ」等。

准教授 
廣瀬 雄大

早稲田大学理工学部建築学科卒業。住友商事株式
会社勤務。慶應義塾大学大学院経営管理研究科修
士課程修了（MBA）。同後期博士課程単位取得退
学、博士（経営学）。武蔵大学経済学部専任講師、准
教授、教授を経て2014年から現職。
専門分野はマーケティング論。特に、サービス・
マーケティング、市場志向。主著に、『マーケティ
ングをつかむ』『サービス・マーケティング』等があ
る。担当科目は、「マーケティング」「サービス・
マーケティング」等。

東京大学文学部西洋史学専修課程卒業。同人文社
会系大学院西洋史学専攻修士課程修了。同人文社
会系研究科倫理学専攻博士課程単位取得退学。
米国プリンストン神学大学院より博士号（Ph.D.）
取得。聖学院大学人文学部欧米文化学科准教授お
よび青山学院大学国際マネジメント研究科准教授
を経て、2025年度より現職。大学宗教主任。
専門分野は現代キリスト教思想と倫理学。担当科
目は「ビジネス倫理」「宗教と文化から見るビジネ
スと倫理」等。

東京工業大学工学部経営工学科卒業。同大学院理工学
研究科経営工学専攻修士課程修了（工学修士）。同大学
工学部助手、青山学院大学国際政治経済学部専任講
師、助教授、米国ミシガン大学ビジネススクール客員
研究員、国際マネジメント研究科助教授を経て、2004
年から現職。2019年から2024年まで研究科長。2023
年から青山学院大学副学長。専門分野はファイナン
ス。特に証券バブルの研究を長年行っている。著書に
「コーポレート・ファイナンスの考え方」等。担当科目
は「ファイナンス」「証券データ分析」「FAST」等。

教授 
黒岩 健一郎

教授 
島田 由紀

教授 
中里 宗敬

上智大学経済学部経済学科卒業、東京大学大学院
経済学研究科現代経済専攻修士課程、博士課程修
了。博士（経済学、東京大学）。政策研究大学院大学
政策研究科講師、助教授、一橋大学イノベーション
研究センター特任准教授を経て2016年より現職。
専門は応用ミクロ経済学分野の産業組織論と国
際貿易。実証分析を中心に研究を行い、Journal 
of International Economics誌等に論文を掲
載。担当科目は「企業経営の経済学」「ゲーム理論
とマネジメント」等。

九州大学法学部卒業。慶應義塾大学大学院経営管
理研究科修士課程修了（MBA）。東京大学大学院経
済学研究科博士課程修了（博士：経済学）。西武百貨
店、PwCコンサルティング、東京大学大学院特任研
究員等を経て2009年4月より現職。専門分野は、
マーケティング、流通論、地方創生論。担当科目は、
「地域活性化のマーケティング」「SDGsコミュニ
ティマーケティング」「ファッションリテイリング」
等。主な著書として『青山企業に学ぶコミュニティ
型マーケティング』『新しい流通論』『企業経営と
地域活性化』等がある。

Assistant Professor Nichols Graduated from 
the University of Washington with a BA in 
International Studies, and received an MBA  
from UCLA.
He spent 30 years in the finance industry in 
roles including  CEO, CAO and COO. 
He will be teaching Managerial Economics, 
Leadership and Organizational Behavior, and 
Global Communications

静岡大学人文学部卒業。早稲田大学大学院商学
研究科ビジネス専攻修了、経営管理修士（専門職）。
同大学院商学研究科博士後期課程修了、博士（商
学）。早稲田大学商学学術院助手、千葉商科大学商
経学部専任講師、准教授を経て、2024年から現職。
専門分野は消費者行動論、マーケティング論。著書
に『感覚訴求が消費者の感情と認知に及ぼす影響：
無自覚な連鎖反応のメカニズム』がある。担当科目
は、「マーケティング」「消費者購買行動」等。

准教授 
北野 泰樹

教授 
宮副 謙司

助教 
Nichols, David

准教授 
西井 真祐子

東京大学法学部卒業。日本国有鉄道に入社し、国鉄
分割民営化後2000年まで東日本旅客鉄道に勤
務。東北大学大学院経済学研究科助教授（2000年
～2002年）を経て、2002年より現職。カーネギー
メロン大学GSIA（現Tepper School）にてM.S.及
びPh.D.取得。
専門分野は会計制度・情報の経済分析。その他関
心のある分野は進化論、現代政治史、マクロ経済学
等。担当科目は「企業経営の経済学」「財務会計」
等。

教授 
福井 義高

専任教員紹介

2025年度








